虐待防止推進委員会　
～事例検討～

2025年3月31日

神奈川県立障害者支援施設「中井やまゆり園」での虐待報告
「経緯」

神奈川県中井町にある県立の障害者支援施設で、職員が利用者に対して暴言を吐いたり　ひきずったりする虐待行為があったことがわかった。

今年2月50代の男性職員が寮の隣のトイレに行こうとした30代の利用者に対して「マーキングなんてやめてよ」と暴言を吐いたということです。

その後、男性職員は他の職員とともにこの利用者を寮の外の廊下まで引きずり出しさらに、その際、利用者の洋服がずり落ちていましたが放置していたということです。

調査の結果、これらの一連の行為は身体的、心理的な虐待にあたると認定されました。

暴言を吐くなどした2人の職員は調査に対し寮の隣のトイレは本来使用できないという気持ちが先に立ってしまったなどと説明しているということです。
「内容」

○暴言（心理的虐待）
○引きずり（身体的虐待）

○放置（ネグレクト）

【上記について小規模多機能型居宅介護南天の郷では…】

上記について、南天の郷部署内でも話し合いを行った。チェックリストを活用した虐待防止推進委員会ラウンドでも、部署内の虐待はなかったが勉強会を通じて注意喚起に繋がった。

また、現在小規模多機能型居宅介護では、悠楽の里（サービス付高齢者向け住宅）、　　　　南風苑（住宅型有料老人ホーム）、在宅の利用者様へのサービス提供を行っている。

仮に虐待が発生した場合、施設内での虐待は職員間での申し送り等で早期発見できるが、独居に限り、職員間での目が届かない時間が長い為、虐待が発生したとしても発見までに時間がかかる可能性があるのではと悩む意見もあった。そのため、虐待防止に向けた各々の意識向上と、虐待への水際対策の重要性について話し合う機会になった。


虐待防止推進委員会
今回は、小規模多機能型居宅介護にて話し合った内容を掲示致しました。今一度虐待について、虐待を防止するためにはどのような関り方や意識が


必要であるのかを、再確認していただくようにお願い致します。








